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双葉町における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（以下「本

計画」いう。）は、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７

年法律第６４号。以下「法」という。）第１５条に基づき、双葉町長、双葉町議

会議長及び双葉町教育委員会が策定する特定事業主行動計画です。 

 

 

 

第Ⅰ 計画の目的と期間 

 

（１）計画の目的 

職員が、一人ひとりその能力を十分に発揮し、職務を遂行するためには職場だ

けでなく、家庭や地域においても充実した生活を送ることが必要であり、職場と

生活の調和（ワークライフバランス）が取れていることが、公務に対する意欲や

能率をあげ、さらには行政サービスの向上につながるものと考えます。 

しかし、女性職員は特に出産や育児、ひいては介護等にかかわることが多く、

キャリアの中断や時間の制約を受けることが多く、女性職員の持つ経験や能力

を生かしきれてない状況にあります。 

組織全体の活性化にも女性職員の活躍は不可欠であり、全ての職員がいきい

きと活躍できる職場環境を作るため、本計画を策定いたしました。 

 

 

（２）計画期間 

本計画の期間は、平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日までの５年

間とし、必要に応じて見直しを行います。 

 



 

第Ⅱ 情勢職員の活躍の推進に向けた体制整備等 

  

 双葉町では、組織全体で継続的に女性職員の活躍を推進するため、庁議により

本計画の変更、本計画に基づく取組の実施状況及び数値目標の達成状況の点検・

評価等について協議を行います。 

 

 

 

第Ⅲ 計画の内容  

 

（１）職員の任用面について 

 ①採用した職員に占める女性職員の割合 

 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

全  体 ２人 ２人 ８人 １２人 ６人 ６人 ６人 

うち女性 ０人 ０人 ５人 ６人 ３人 ２人 ２人 

割  合 ０％ ０％ ６２．

５％ 

５０％ ５０％ ３３％ ３３％ 

 

 年度により採用者数に増減はありますが、概ねバランスよく採用が行われて

いる状況です。今後も引き続きバランスの良い男女構成比を目指していきます。 

 

 

②管理的地位にある職員に占める女性職員の割合（平成２９年度） 

役  職 男  性 女  性 計 女性の割合 

課  長 １１人 １人 １２人 ８％ 

主  幹 ６人 ２人 ８人 ２５％ 

 

 年齢構成の男女比が影響していることが大きいと考えられます。５０歳代の

職員は女性の採用が少なかったこともあり、課長職については１人です。 

 

 

 

 

 

目標：今後管理的地位にある職員に占める女性職員の割合平成２９年

度実績１５％を２５％以上にする。（目標達成年度：平成３１年度） 

 



 

 

 

 

③係長以上の職員に占める女性職員の割合（平成２９年度） 

役  職 男 性 女 性 計 女性の割合 

課  長 １１人 １人 １２人 ８％ 

主  幹 ６人 ２人 ８人 ２５％ 

課長補佐 ５人 ０人 ５人 ０％ 

係  長 １２人 ３人 １５人 ２０％ 

合  計 ３４人 ６人 ４０人 １５％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）女性職員の意識啓発 

 今まで女性が管理職員（課長・主幹）に登用されることが少なかったため、女

性職員は補佐的な立場であるという潜在的な認識が男女ともに存在しています。 

 今後そういった男女差を解消し、女性が積極的に管理職として活躍できるよ

う、女性職員の意識改革を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

第Ⅳ 計画推進のために 

 

 この計画の実施に当たっては、上記の目標に対する取り組みの進捗状況適宜

確認しながら全庁的に女性職員の活躍を推進し、職場全体がいきいきと働くこ

とのできる職場づくりに努めます。 

目標：出産や子育てなど個々の女性職員の事情に配慮した柔軟な人事を行

い、平成３１年度までに係長職以上の女性職員の割合を、平成２９年度実

績１５％から引き上げ３０％以上にする。 

目標：女性職員を対象とした研修等に派遣を行う。 


